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す りガラスの上に置いた寒天ゲル上を移動 している粘菌を発光ダイオー ドで下から均一に照
射 し透過光を顕微 ビデオで撮影する｡ビデオ画像をデジタイザーで (60×46)ケの点に区切
り,各点の明るさを17段階に分けて観測する｡10秒毎にとった画像の例を図 3に示 した｡各
点の明るさは粘菌内の原形質の量に比例すると
ると考えられるが,収縮 リズムに伴って振
動 している｡図3は20℃ で飼っていた粘
菌の1部を急に25℃ にしたときの応答で
ある｡各点の振動は,メ(∫,≠)-α(∫)
×sin(kxIWt)と表現できるが,このよ
うな一点情報では応答の方向性は示せない
ので,次式で定義される位相勾配をとる｡
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図3 粘菌における誘引条件の波状伝播
wk-∂f/∂t/i(a,i) この位相波は
三点情報であり,応答を完全に表現している｡k-ベクトルの大きさと方向を-の記号で表現
すると,図4のように高温の誘引条件のところが位相が進み,位相勾配を情報伝達の手段とし
ながら原形質が近付いていくのがわかる｡20℃ から1点
を急に15℃ にすると,その点の位相が他より遅れ,原形
質が波状にその部分から逃避 していく｡温度 とは限らず誘
引条件,例えばオー トミル,グルコースや リン酸塩を与え
ても同じことが起こる｡位相波の伝播は実際の行動より遥
かに速 くおこるO別の実験から,誘引物質を受容すると振
動が早 くなり,忌避条件に置かれると振動がゆっくりする
ことが分かっている｡上に示した実験は非線形振動系では
周期が短い方に引き込まれていくという一般論と一致する｡
更に,各種阻害剤の影響や嫌気的条件で調べることにより,
Atraction
図4 位相波による情報伝達
粘菌の振動はミトコンドリアが強
く関与していることがわかっている｡白血球やマクロファージ等アメーバ運動をする細胞はす
べて同じである｡
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